
 

 

COVID-19 感染対策から地域づくり 

出雲保健所 所長 中 本   稔  

 

COVID-19は人と人の関係性を問いました。飛沫

感染・接触感染を予防するために、ソーシャル・

ディスタンス（社会的な距離）を保とうというス

ローガンが使われていますが、大事なのはフィジ

カル・ディスタンス（身体的な距離）であって、

ソーシャル・サポート（支援）やソーシャル・キ

ャピタル（信頼関係）は近づけなければいけませ

ん。ソーシャル・ディスタンスは関係性まで警戒

させてしまう過剰な呼びかけだということを知っ

てほしいと思います。 

フィジカル・ディスタンスで飛沫感染は予防で

きます。しかし、学校で子ども同士が接触をしな

いとか、エアロゾルをなくすということは不可能

です。窓を開けて室内の空気の流れをつくるだけ 

でもエアロゾルが減ると推測されます。０(ゼロ)

をめざすのではなくて、体内に入り込むウイルス

をどう減らすかが大事です。 

ウイルスは見えません。正しい知識をもつこと

で、このあたりにウイルスが存在するかもしれな

いと「見えて」きます（心眼？）。マスクをする、

後で手洗いをする、を守れば近づくことができま

す。風評ではなく正しい知識を得る能力を身につ

けること、加えて、知識を生活や実際の感染予防

に活用するには、技術が必要です。知識や技術を

手に入れるには、一人では限界があります。信頼

できる人がいる、心配する・される大切な人がい

る関係性が大事です。学校現場では知識を得るだ

けではなく他者とどう関係をつくるか、生涯の友

と出会うことも大事で、子どもも関係者も苦労が

絶えないと想像しています。 

敵はウイルスです。適切な対応をすれば感染す

るリスクを減らすことができます。しかし、適切

な対応をしていないからと言って、感染した人を

悪者扱いしないことが大事です。なぜなら、どん 

なに予防しようが０(ゼロ)リスクにはならない、

見つかる前に COVID-19は拡がっているのです。 

感染したと分かった段階で別の人に感染させない

努力をする。保健所では、感染者が出ることとそ

の濃厚接触者から患者が発生することは仕方ない

が、次の感染を起こしてクラスターが大きくなる

ことは防ぎたいと考えています。 

ＯＥＣＤ加盟国中、日本の子ども貧困率は高い

ことが知られています。表はＥＵが子どもの貧困

の指標にしている剥奪指標です。単に世帯の所得

の議論だけではない、親自身が健康で文化的な人

生を送っているのかが問われるものです。子ども

の貧困を防ぎながら COVID-19 感染対策を進める

ことが、大人の大きな責務です。 

貧困を減らすには、すべての子どもに生きる力

を身につけていただきたい。筑波大学の斎藤環先

生は「リスクを負う権利、リスクに向かう尊厳」

を紹介しています。仮に弱点や障がいがあっても、

正しい知識と技術でリスクに立ち向かい、失敗し

ても立ち直れる社会をめざしたいと。 

我が事として考えて応援したい。感染した人を

悪者にするのではなくて再出発するために暖かく

応援したい。治療を行っている医療者には、がん

ばれと声援を送りたい。そういう声が聞こえる地

域になることを願って、関係者の皆様と感染症対

策を進めていきたいと考えています。 

 


